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萩
谷
順
先
生
は
、
ご
職
歴
の
当
初
の
一
九
七
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
三
四
年
間
、
朝
日
新
聞
の
記
者
と
し
て
ド
イ
ツ
国
際
放
送

の
派
遣
員
、
カ
イ
ロ
特
派
員
、
ウ
ィ
ー
ン
特
派
員
、
外
報
部
次
長
、
ボ
ン
特
派
員
を
歴
任
す
る
な
ど
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
の
実
務
経
験
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
に
お
け
る
学
識
が
高
く
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
法
政
大
学
法
学
部
に
教
授
と
し

て
ご
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
着
任
と
同
時
に
、
法
学
部
に
は
国
際
政
治
学
科
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
萩
谷
先
生
は
、
ご
着
任
前
か
ら
、
そ

し
て
直
後
か
ら
継
続
し
て
、
法
学
部
国
際
政
治
学
科
の
創
設
に
多
大
な
ご
貢
献
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
先
ず
言
及
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
五
年
三
月
の
ご
着
任
前
に
す
で
に
、
国
際
政
治
学
科
開
設
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
司
会
を
務
め
て
く

だ
さ
る
な
ど
、
新
設
学
科
の
重
要
性
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
着
任
以
来
、
二
〇
一
九
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
法
政
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
一
四
年
に
わ
た
っ
て
、
ご
専
門
で
あ
る

メ
デ
ィ
ア
政
治
論
を
中
心
に
法
学
部
に
お
い
て
、
初
め
は
政
治
学
科
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
は
国
際
政
治
学
科
の
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
ら

れ
、
学
部
生
・
大
学
院
生
を
熱
心
に
指
導
さ
れ
る
と
と
も
に
、
研
究
・
教
育
さ
ら
に
は
学
内
行
政
に
お
い
て
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
大
学
院
・
学
部
で
は
、「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」、「
現
代
メ
デ
ィ
ア
論
」、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
実
践
講
座
」、「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
史
」
な
ど
の
科
目
を
ご
担
当
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
担
当
科
目
の
う
ち
、
新
聞
記
者

が
リ
レ
ー
形
式
で
ニ
ュ
ー
ス
の
最
前
線
を
講
義
す
る
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
実
践
講
座
」
お
よ
び
「
現
代
メ
デ
ィ
ア
論
」
の
開
設
の
際
に
は
、
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朝
日
新
聞
社
か
ら
協
力
を
得
る
な
ど
、
萩
谷
先
生
の
ご
貢
献
に
は
特
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
科
目
は
常
に
、
熱
心
な
多

数
の
学
生
の
注
目
を
集
め
、
ご
担
当
の
最
終
年
度
で
あ
っ
た
二
〇
一
八
年
度
春
学
期
の
授
業
参
加
者
は
、
記
録
的
な
多
人
数
と
な
っ
た
ほ

ど
で
す
。
ま
た
、
法
政
大
学
で
の
政
治
学
・
国
際
政
治
学
の
ご
授
業
の
み
な
ら
ず
、
全
学
の
教
育
上
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
効
果
的
で

あ
る
、
朝
日
新
聞
の
記
事
を
解
説
付
き
で
学
ぶ
「
時
事
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
の
全
学
的
導
入
も
萩
谷
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
「
時
事
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
は
、
最
新
記
事
と
時
事
問
題
お
よ
び
解
答
・
解
説
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
教
材
を
通
じ
て
、
社
会
が
学
生
に

求
め
る
語
彙
力
や
理
解
力
の
強
化
、
論
理
的
思
考
の
養
成
、
就
職
活
動
の
際
の
学
習
支
援
と
し
て
多
く
の
学
部
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
演
習
」
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
ゼ
ミ
で
は
実
社
会
に
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
学
習
を
奨
励
し
て
く
だ
さ
っ
た
結
果
、
国
際
社
会
で

広
く
活
躍
す
る
卒
業
生
を
、
我
が
法
学
部
か
ら
多
く
輩
出
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
部
で
熱
意
あ
ふ
れ
る
多
人
数
の
学
生
が
参
加
す

る
科
目
を
担
当
す
る
教
員
と
し
て
、
本
学
付
属
校
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
高
等
学
校
で
も
出
張
講
義
・
模
擬
授
業
を
行
い
、
本
学
志
願

者
の
増
加
に
も
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
ま
す
。

　

萩
谷
先
生
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
法
学
社
設
立
一
三
〇
周
年
と
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
・
梅
謙
次
郎
没
後
、
百
年
に
あ
た
る
記
念
事
業
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
の
式
典
の
司
会
お

よ
び
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
な
ど
、
全
学
の
行
事
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
法
政
大
学
法
学

部
の
教
授
と
し
て
、
テ
レ
ビ
の
情
報
報
道
番
組
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
や
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演
し
て
本
学
・

本
学
部
双
方
の
知
名
度
、
声
価
を
高
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
、
法
学
部
長
と
し
て
申
し
添
え
た
く
思
い
ま
す
。
先
生
は
ま
た
、
学
内
行

政
に
お
い
て
も
、
ご
着
任
の
四
年
後
の
二
〇
〇
九
年
に
ま
だ
創
成
期
に
あ
っ
た
国
際
政
治
学
科
に
移
籍
さ
れ
、
前
後
し
て
二
〇
〇
八
年
度

に
法
学
部
政
治
学
科
主
任
、
二
〇
一
二
年
度
に
大
学
院
国
際
政
治
学
専
攻
副
主
任
、
国
際
政
治
学
科
主
任
を
務
め
ら
れ
る
と
い
う
多
大
な

ご
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。
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萩
谷
先
生
は
一
九
四
八
年
七
月
に
東
京
に
生
ま
れ
、
一
九
七
一
年
、
東
京
大
学
法
学
部
ご
卒
業
後
、
朝
日
新
聞
社
に
ご
入
社
さ
れ
、
宇

都
宮
支
局
、
長
野
支
局
、
東
京
本
社
政
治
部
、
東
京
本
社
外
報
部
に
ご
勤
務
な
さ
い
ま
し
た
。
後
の
ご
経
歴
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り

で
す
。
そ
の
後
、
法
政
大
学
法
学
部
で
の
ご
研
究
と
教
育
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
特
筆
す
べ
き
ご
活
躍
は
、
一
九
八
五
年
か
ら
一
九

八
七
年
に
テ
レ
ビ
朝
日
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
ー
ダ
ー
」
の
メ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
タ
ー
を
お
務
め
に
な
り
、
御
巣
鷹
山
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故

な
ど
を
報
道
な
さ
っ
た
こ
と
、
一
九
八
八
年
か
ら
九
一
年
に
朝
日
新
聞
カ
イ
ロ
特
派
員
と
し
て
、
湾
岸
戦
争
を
報
道
な
さ
っ
た
こ
と
、
一

九
九
一
か
ら
九
二
年
に
は
朝
日
新
聞
ウ
ィ
ー
ン
支
局
長
兼
ワ
ル
シ
ャ
ワ
支
局
長
兼
プ
ラ
ハ
支
局
長
と
し
て
、
旧
ソ
連
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
な

ど
を
報
道
な
さ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
九
九
二
年
か
ら
九
四
年
ま
で
は
朝
日
新
聞
外
報
部
次
長
と
な
ら
れ
、
引
き
続
き
一

九
九
四
年
か
ら
九
七
年
は
、
再
び
海
外
に
て
朝
日
新
聞
ボ
ン
支
局
長
と
し
て
中
東
和
平
交
渉
な
ど
を
報
道
な
さ
い
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年

か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
は
国
内
で
朝
日
新
聞
編
集
委
員
と
し
て
、
テ
レ
ビ
朝
日
「
久
米
宏
の
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
誌
読
者
の
皆
様
に
も
ご
記
憶
に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
二
〇
〇
一
年
に
、「
9
・
11
同
時

多
発
テ
ロ
」
を
報
道
さ
れ
た
こ
と
は
、
多
く
の
皆
様
の
脳
裏
に
も
焼
き
付
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

萩
谷
先
生
の
ご
研
究
・
教
育
上
の
ご
専
門
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
私
は
専
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
し
も
正
確
に
理
解
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
見
た
政
治
学
・
国
際
政
治
学
か
と
存
じ
ま
す
。

ご
著
書
・
ご
共
著
も
、
早
い
時
期
で
は
、『
戦
後
補
償
と
は
何
か
』（
一
九
九
四
年
）、『
一
〇
〇
人
の
二
〇
世
紀
』（
一
九
九
五
年
）、
法
政

大
学
ご
着
任
後
に
は
、『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）、『
公
共

放
送
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
専
門
研
究
領
域
に
つ
い
て
の
ご
講
演
も
数
多
く
な
さ
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
地
方
自
治
体
、
公
共
団
体
、
教
育
機
関
、
業
界
団
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
国
際
政
治
、
国
際
経
済
、
国
内
政
治
、
マ

ク
ロ
経
済
、
社
会
保
障
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
ご
講
演
を
、
約
三
〇
〇
回
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
へ
の
大
き
な
ご
貢
献
と
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。

　

後
輩
同
僚
で
あ
る
私
の
私
的
印
象
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
ぜ
ひ
、
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
ご
退

職
直
後
の
、
二
〇
一
九
年
四
月
の
恒
例
の
法
学
部
の
懇
親
会
で
、
学
部
長
で
あ
る
私
は
、
萩
谷
先
生
と
ご
同
席
す
る
栄
誉
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
私
は
た
ま
た
ま
、
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
、
当
時
の
西
ド
イ
ツ
と
統
一
後
の
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
に
住
ん
で
お
り
、
そ
の

時
の
こ
と
を
話
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
私
が
苦
学
生
だ
っ
た
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
再
統
一
の
前
後
の
時
代
、

メ
デ
ィ
ア
の
お
手
伝
い
の
文
字
ど
お
り
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
ド
イ
ツ
語
の
通
訳
を
し
て
い
た
頃
の
知
り
合
い
、
ま
た
私
の
大
学
時
代
の
友

人
で
、
新
聞
社
に
入
り
ド
イ
ツ
を
担
当
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
を
、
萩
谷
先
生
は
ご
経
歴
か
ら
し
て
当
然
の
ご
と
く
、
皆
を
知

っ
て
お
ら
れ
、
大
い
に
酒
席
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
不
肖
・
私
と
同
じ
く
「
世
界
は
変
わ
る
、
国
境
は
変
わ
る
」
こ
と

を
、
私
よ
り
数
十
倍
も
身
を
も
っ
て
体
験
さ
れ
た
萩
谷
先
生
の
ご
努
力
、
そ
し
て
そ
の
ご
経
験
の
法
政
大
学
法
学
部
で
の
ご
教
育
へ
の
反

映
と
い
う
ご
尽
力
を
、
改
め
て
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

　

先
生
の
学
内
外
で
の
貢
献
に
対
し
て
、
法
学
部
教
授
会
は
、
ご
退
職
直
後
の
本
二
〇
一
九
年
度
初
頭
に
、
先
生
を
名
誉
教
授
に
推
薦
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
大
学
よ
り
そ
の
称
号
の
授
与
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
誌
は
、
萩
谷
順
先
生
の
偉
大
な
業
績
と
活
躍
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
法
政
大
学
、
こ
と
に
法
学
部
へ
の
ご
尽
力
に
対
し
て
、
法
学
部

教
授
会
一
同
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
込
め
て
先
生
に
捧
げ
る
も
の
で
す
。


